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本場結城紬を取り巻く現状や和装に関する調査資料及び訪日外国人の動向等からの現状を整理します。 

第７次小山市総合計画 

■ 生産反数、従事者数、組合員数とも年々減少 

■ 生産者の高齢化が進行 

① 本場結城紬を取り巻く現状からは･･･ 

■ 50 代以上の女性が多くきものを購入 

■ 若い世代にはＳＮＳ等による情報発信が重要 

■ きものの潜在的な市場拡大には価格が課題 

② 和装に関する調査資料からは･･･ 

■ 予想される訪日外国人の急増 

■ 高い米国人のきもの購入者の満足度 

■ 期待される日本の文化・歴史の体験観光 

③ 訪日外国人の動向からは･･･ 

■ 本場結城紬のさらなる知名度向上・ＰＲが必要 

■ ニーズに対応した流通システムの改革が必要 

■ 生産者に対する支援と生産体制の強化 

■ 若い世代等に対する和装文化の教育が必要

④ 協議会委員アンケート及びヒアリング調査からは･･･

本場結城紬の現状等を踏まえ、６つの計画課題及びその解決に向けた計画テーマ等を設定します。 

本場結城紬復興振興に係る現状                       【第１章－１～４】 

本場結城紬復興振興に係る課題抽出と計画テーマ               【第１章－５、第２章－１】 

計画の位置づけ         【序－２】

計画の期間           【序－３】

策定体制            【序－４】

【計画書の該当項目】 

(*)栃木県・茨城県本場結城紬織物協同組合 

[資料：平成 25 年本場結城紬実態調査報告書より]

［反］

１   

小山市が誇る伝統産業であり、2010 年に世界のユネスコ無
形文化遺産に登録された「本場結城紬」産業の活性化に向け
た復興振興策について、生産反数の減少や産地の高齢化等の
状況を踏まえ、2013 年 3 月に策定した第１期「小山市本場結
城紬復興振興 5 カ年計画」に続く、第２期計画を策定するも
のです。 

 

２   

本計画は、「第７次小山市総合計画」を推進するための具体
的な行動計画として位置づけるものです。 
また、栃木・茨城両県や地元産地組合により策定された「本

場結城紬産地振興計画」との整合を図るとともに、本市の商
業・産業・観光等に係る関連計画との整合を踏まえた計画と
します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３   

    2018 年度から 2022 年度までの５カ年 

 

 

４   

「本場結城紬振興調査推進協議会」（以下、「協議会」と言
います。）において協議・検討しました。 
また、策定に際し、協議会委員アンケート及びヒアリング

調査もあわせて実施しました。 
 

５   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６   
 

工程別 従事者数(人) 平均年齢(歳) 
製 織 １６５ ６２.５ 
絣くくり ４８ ６４.５ 
下拵え ４８ ６９.１ 

 

「本場結城紬の復興振興」 
~和装文化とともに 小山の伝統・文化を 未来につむぐ~

【計画テーマ】 

計画の目的           【序－１】

第２期「小山市本場結城紬復興振興 5 カ年計画」 

【市の主な関連計画】 

小山市まち・ひと・しごと創生総
合戦略／第２期小山市商業・観
光振興計画／第二期小山市工
業振興基本計画／第２次小山
市文化芸術振興ビジョン／第
二期「おやまブランド」創生・
発信推進計画など 

整合 

【具体的行動計画】 

「本場結城紬
産地振興計画」 

整合 

① 生 産 体 制 を 支

え、本場結城紬

を 

「創る」こと 

②本場結城紬の、

魅力を、多様な

手段で 

「広める」こと

③ 新 た な 本 場 結

城紬の販売・流

通力を 

「拓く」こと 

④ 本 場 結 城 紬 の

伝 統 文 化 を 後

世に 

「継承する」こと

⑤ 本 場 結 城 紬 復

興振興の前提と

なる 

「和 装 文 化 再 興 」
を図ること

⑥総合的かつきめ

細やかに施策、

人材・団体等を

「繋ぐ」こと 

【計画課題】 【計画テーマ・取組の柱】 

現状課題を総合的に踏まえた計画テーマ等の設定 

 
約１,７００人 → １３４人 組合員数(*) 【S50 年代最盛期】 【H25】 

工程別 
従事者数 
・平均年齢  

本場結城紬生産反数の推移  

ピーク 

S55 31,288 反

H28 1,200 反 

（ピーク時の約４％）

創る 

広める 拓く 

継承する 

和装文化再興

繋ぐ 

１ 生産基盤・体制の強化 

２ 魅力の向上・発信 ３ 販路開拓・流通改革 

４ 後継者育成・確保 

５ 和装文化再興 

６ 連携・ネットワーク 

本場結城紬の復興振興 

和装文化の再興 

【計画テーマ】 

【取組の柱】 

【キーワード】 

「本場結城紬の復興振興」
和装文化とともに 

小山の伝統・文化を未来につむぐ 
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本場結城紬復興振興の計画体系                                                             【第２章－２,３】 

本場結城紬復興振興に係る基本施策及びアクションプランを次のように位置づけます。また、アクションプランの内、本場結城紬の復興振興に向け、重点的に取り組むものを重点プランとして位置づけます。

■ 本場結城紬復興振興計画体系 

■ 重点プランの概要 

・おやま本場結城紬クラフト館での

「本場結城紬着心地体験」の推進 

・「小山きものの日」を継続実施  

・小山市産繭を使用した、小山市独自

の本場結城紬のブランド展開検討  
・後世に本場結城紬の伝統・技術を確

実に継承するための、紬織士職員の

技術習得研修の継続実施  

・本市での 2020 年シルクサミットの

開催実現  
・関係機関及び農政・福祉・教育等庁

内関連施策との連携による、各種施

策の効果的・効率的実行  

 

計
画
体
系
に
基
づ
く
具
体
的
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
行
！ 

・県支援センター改築要望と若手生産者

等の共同作業場等必要な機能の配置

要請 

７  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

県支援センターの改築・県との連携協力
による共同作業場等の確保 

本場結城紬の着用促進 小山本場結城紬ブランド展開 紬織士職員の技術習得研修の実施
全国規模のシルクサミット 

    ・紬サミットの開催・検討 
関係機関及び 

庁内関連施策等との連携

１

２

３

４

５

６

１ ２ ３ ４ ５ ６ 


